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論 文 要 旨 ： 閉 塞 性 動 脈 硬 化 症 に 対 す る 自 家 静 脈

グ ラ フ ト に よ る バ イ パ ス に つ い て 、 最 近 1 0 年 間 の 2 1 5

例 2 4 5 肢 （ R 群 ） と 、 そ れ 以 前 の 1 0  年 間 に 施 行 し た

2 1 2 例 2 5 6 肢 （ P 群 ） を 比 較 し た 。 P 群 に 比 べ R 群 で

は 、 糖 尿 病 合 併 、 慢 性 血 液 透 析 、 重 症 虚 血 肢 、

足 関 節 位 動 脈 へ の バ イ パ ス の 割 合 が 有 意 に 増 加 し

て い た 。 術 後 グ ラ フ ト 不 全 は 両 群 と も 、 大 半 は 2 年 以

内 に 発 生 し グ ラ フ ト 不 良 と 限 局 性 内 膜 肥 厚 が 主 な

原 因 で あ っ た が 、 2 年 以 降 は 、 再 手 術 の 主 た る 原 因

は 宿 主 動 脈 の 病 変 進 行 で あ っ た 。 術 後 5 年 お よ び

1 0 年 累 積 開 存 率 は 、 P 群 が 一 次 6 0 . 6 % 、 4 9 . 4 % 、

二 次 9 0 . 3 % 、 8 5 . 6 % 、 R 群 が 一 次 6 7 . 8 % 、 6 2 . 5 % 、

二 次 9 4 . 8 % 、 9 2 . 6 % で 、 併 存 疾 患 、 虚 血 重 症 度 、

術 式 な ど 臨 床 的 背 景 が 変 化 し て い る 状 況 に お い て も 、

グ ラ フ ト 開 存 成 績 は 良 好 で あ っ た 。  
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       は じ め に  

 閉 塞 性 動 脈 硬 化 症 ( a r t e r i o s c l e r o s i s  

o b l i t e r a n s ; A S O ) に 対 す る 自 家 静 脈 グ ラ フ ト

( a u t o g e n o u s  v e i n  g r a f t ; A V G ) に よ る 下 肢 動 脈 へ

の バ イ パ ス 術 の 有 効 性 は す で に 確 立 さ れ て お り 、 諸 家

に よ り 良 好 な 長 期 成 績 が 報 告 さ れ 1 - 4 ) 、 新 旧 の 成 績

比 較 も な さ れ て い る が 5 ) 、 昨 今 の A S O を 取 り 巻 く 状 況

の 変 化 を 背 景 と し た 検 討 は 、 本 邦 で は 報 告 さ れ て い な

い 。 今 回 わ れ わ れ は 、 最 近 1 0 年 間 の A S O に 対 す る

A V G を 用 い た バ イ パ ス 術 症 例 を 、 術 前 虚 血 重 症 度 、

併 存 疾 患 、 術 式 に 関 し て 、 そ れ 以 前 に 同 様 の 手 術

を 施 行 し た ほ ぼ 同 数 の 患 者 群 と 比 較 し 、 そ の 違 い が

術 後 成 績 に 影 響 し て い る か ど う か を 検 討 し た 。  

       対 象 と 方 法  

 1 9 9 5 年 1 月 か ら 2 0 0 4 年 1 2 月 ま で に 教 室 に お い

て 、 A S O 2 1 5 例 2 4 5 肢 に 対 し A V G を 用 い て バ イ パ ス

術 を 施 行 し た 。 男 女 比 は 1 7 9 対 3 6 、 年 令 は 3 9 歳 か

ら 8 9 歳 の 平 均 7 0 . 1 歳 、 F o n t a i n e  Ⅱ 度 の 間 歇 性

跛 行 肢 が 1 0 2 肢 ( 4 1 . 6 % ) 、 Ⅲ お よ び Ⅳ 度 の 重 症 虚 血

肢 が 1 4 3 肢 ( 5 8 . 4 % ) で あ っ た 。 こ れ ら を R 群 ( 後 期 ) 、



1 9 8 2 年 か ら 1 9 9 3 年 ま で に 同 様 の 手 術 を 施 行 し た

2 1 2 例 2 5 6 肢 を P 群 ( 前 期 ) と し 、 術 前 虚 血 重 症 度 、

併 存 疾 患 、 術 式 、 術 後 長 期 成 績 に 関 し て 両 群 を

比 較 し た 。  

       結  果  

 P 群 と R 群 の 患 者 背 景 を 比 較 す る と 、 年 齢 に は 差

が な か っ た が 、 女 性 、 重 症 虚 血 肢 、 糖 尿 病 、 虚 血 性

心 疾 患 、 慢 性 血 液 透 析 の 割 合 が R 群 に お い て 有 意

に 増 加 し て お り 、 中 で も 重 症 虚 血 肢 、 糖 尿 病 、 慢 性

血 液 透 析 の 増 加 が 著 明 で あ っ た ( T a b l e  1 ) 。 併 存

疾 患 を 虚 血 重 症 度 別 に 比 較 す る と 、 間 歇 性 跛 行

肢 の み の 患 者 群 に 比 べ 、 重 症 虚 血 肢 を 有 す る 患 者

群 に お い て 糖 尿 病 合 併 と 慢 性 血 液 透 析 患 者 の 割

合 が 高 い が 、 こ の 傾 向 は P 群 よ り も R 群 に お い て さ ら に

顕 著 で あ っ た ( T a b l e  2 ) 。  

 使 用 し た A V G は 、 両 群 と も 同 側 ま た は 対 側 か ら の 単

一 の 大 伏 在 静 脈 が 8 割 以 上 を 占 め た が 、 P 群 に 比 べ

R 群 で は i n  s i t u グ ラ フ ト の 使 用 頻 度 が 高 か っ た

( T a b l e  3 ) 。  

 末 梢 吻 合 部 位 は 、 P 群 に 比 べ R 群 に お い て 、 足 関



節 位 動 脈 へ の バ イ パ ス ( p a r a m a l l e o l a r  b y p a s s : P M

バ イ パ ス ) が 著 し く 増 加 し て お り 、 そ の 反 面 、 膝 窩 動 脈

へ の バ イ パ ス の 割 合 が 減 っ て い た ( T a b l e  4 ) 。 末 梢 吻

合 部 位 を 虚 血 重 症 度 に よ っ て 比 較 す る と 、 両 群 と も 、

間 歇 性 跛 行 肢 で は 膝 窩 動 脈 が 最 も 多 く 、 重 症 虚

血 肢 で は 間 歇 性 跛 行 肢 に 比 べ て P M バ イ パ ス が 多 か

っ た が 、 こ の 傾 向 は R 群 で よ り い っ そ う 顕 著 と な り 、 重

症 虚 血 肢 の 半 数 以 上 が P M バ イ パ ス で あ っ た ( T a b l e  

5 ) 。  

 グ ラ フ ト 不 全 の 大 半 は 術 後 2 年 以 内 に 生 じ 、 さ ら に

そ の 多 く は 術 後 1 年 以 内 に 発 生 し た 。 早 期 閉 塞 は

術 後 1 週 以 内 こ と に 2 4 時 間 以 内 に 発 生 し 、 原 因 は

グ ラ フ ト 不 良 で あ る 。 3 ヵ 月 以 降 の グ ラ フ ト 不 全 は 、 進

行 性 内 膜 肥 厚 に よ る グ ラ フ ト 狭 窄 で 、 弁 部 に 多 く 、 次

い で 中 枢 吻 合 部 や グ ラ フ ト 連 結 部 で あ っ た 。 術 後 2

年 以 降 は 、 中 枢 お よ び 末 梢 の 宿 主 動 脈 の 病 変 進

行 が 再 手 術 の 主 な 原 因 で あ り 、 中 枢 側 血 行 再 建 や

さ ら に 末 梢 へ の j u m p  b y p a s s を 必 要 と し た 。 こ れ ら の

傾 向 は 、 P 群 お よ び R 群 に お い て 同 様 で あ っ た

( F i g . 1 ) 。  



 A V G の 5 年 お よ び 1 0 年 累 積 開 存 率 は 、 P 群 が 一

次 6 0 . 6 % 、 4 9 . 4 % 、 二 次 9 0 . 3 % 、 8 5 . 6 % 、 R 群 が 一

次 6 7 . 8 % 、 6 2 . 5 % 、 二 次 9 4 . 8 % 、 9 2 . 6 % で あ り 、 両 群

間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な い が 、 い ず れ に お い て も R 群

が P 群 を 上 回 っ た ( F i g . 2 ) 。 末 梢 吻 合 部 別 の 5 年 累

積 開 存 率 は 、 膝 窩 動 脈 が 一 次 7 0 . 6 % 、 二 次

9 2 . 9 % 、 脛 骨 腓 骨 動 脈 が 一 次 6 4 . 6 % 、 二 次 9 8 . 1 % 、

足 関 節 位 動 脈 が 一 次 5 8 . 1 % 、 二 次 9 2 . 4 % で 、 各

群 間 に 有 意 差 を 認 め な か っ た ( F i g . 3 ) 。  

       考  察  

 A S O に 対 す る 血 行 再 建 に お い て 、 膝 下 膝 窩 動 脈

以 下 へ の バ イ パ ス で は 、 A V G が 代 用 血 管 の 第 一 選 択

で あ る が 6 ) 、 A S O を 取 り 巻 く 状 況 の 変 遷 に 応 じ て 、 バ

イ パ ス 成 績 の 変 化 の 有 無 に つ い て も 評 価 す る こ と が 必

要 で あ る 。  

 P 群 と R 群 と を 比 較 す る と 、 ま ず 第 一 に 重 症 虚 血 肢

の 割 合 が 増 加 し て お り 、 併 存 疾 患 で は 糖 尿 病 、 虚 血

性 心 疾 患 と 血 液 透 析 が 有 意 に 増 加 し て い る 。 T a b l e  

2 に 示 す よ う に 、 糖 尿 病 の 合 併 は 間 歇 性 跛 行 肢 群 よ

り も 重 症 虚 血 肢 群 で 有 意 に 多 い が 、 こ の 傾 向 は P 群



よ り も R 群 で さ ら に 顕 著 で あ り 、 昨 今 の 重 症 虚 血 肢 の

増 加 は 、 糖 尿 病 合 併 の 増 加 と 並 行 し て い る と 言 え る 。

糖 尿 病 合 併 A S O で は 、 下 腿 動 脈 に 病 変 を 有 す る

例 が 多 く 、 こ う し た 例 で は よ り 遠 位 の 動 脈 へ の バ イ パ ス

が 必 要 と な る 7 ) 。 今 回 の 比 較 に お い て も 、 P 群 に 比 べ

R 群 で は 、 糖 尿 病 合 併 の 増 加 を 反 映 し て 、 P M バ イ パ

ス の 割 合 が 明 ら か に 増 加 し て い る 。 P 群 で は 、 糖 尿 病

合 併 A S O に 対 す る P M バ イ パ ス の 方 針 が 教 室 に お い

て ま だ 徹 底 し て い な か っ た が 、 R 群 で は 、 糖 尿 病 合 併

例 の 増 加 と と も に こ の 方 針 が 確 立 さ れ 、 P M バ イ パ ス の

割 合 が 増 加 し た 。  

 大 伏 在 静 脈 は 代 表 的 な A V G で あ り 、 一 般 に

r e v e r s e d  v e i n  g r a f t ( R V G ) ま た は i n  s i t u  v e i n  

g r a f t ( I S V G ) と し て 使 用 さ れ る 。 I S V G の 利 点 の ひ と つ

に 、 吻 合 部 に お け る 宿 主 動 脈 と グ ラ フ ト と の 口 径 ミ ス マ

ッ チ の 問 題 が あ り 、 こ れ は 末 梢 吻 合 部 が 遠 位 の 細 い

動 脈 に な る ほ ど 当 て は ま る 。 P 群 に 比 べ R 群 で I S V G

の 使 用 頻 度 が 高 く な っ て い る の は 、 重 症 虚 血 肢 、 糖

尿 病 合 併 の 増 加 を 背 景 と し て 、 よ り 遠 位 の 動 脈 へ の

バ イ パ ス 術 が 増 加 し て い る た め と 考 え ら れ る 。 R V G と



I S V G と の 成 績 比 較 は す で に 多 く の 報 告 が あ る が 、 比

較 的 最 近 の も の で は 、 両 者 に 有 意 な 差 は な い 8 , 9 ) 。

自 験 例 で も 、 P 群 に 比 べ R 群 に お い て I S V G の 使 用

頻 度 が 高 か っ た が 、 グ ラ フ ト 開 存 成 績 は 両 群 間 に 差

は な か っ た 。  

 自 家 静 脈 グ ラ フ ト の 使 用 に 当 た っ て は 、 剥 離 前 に お

い て 外 径 が 2 . 5  m m 以 上 あ る こ と を 目 安 と し て い る が 、

ヘ パ リ ン 加 血 液 で の 加 圧 に よ り 2 . 5  m m 以 上 に 拡 張

す れ ば 使 用 可 と し て お り 、 こ れ を 満 た さ な い も の は 不 良

グ ラ フ ト と し て 、 原 則 的 に 使 用 し な い が 、 限 局 性 の 拡

張 不 良 な ら ば 、 そ の 箇 所 を 他 の 静 脈 で 部 分 置 換 し て

使 用 し て い る 。 し か し 、 高 齢 者 で は 概 し て 静 脈 は 拡 張

不 良 で あ り 、 ま た 、 重 症 虚 血 肢 で は 下 腿 の 大 伏 在 静

脈 が 皮 下 の 炎 症 性 瘢 痕 に よ っ て 拡 張 不 良 に な っ て

い る こ と が あ る が 、 症 例 に よ っ て は 、 こ う し た 不 良 グ ラ フ ト

で も 使 用 せ ざ る を 得 な い 場 合 が あ り 、 術 後 は 厳 重 な 注

意 が 必 要 で あ る 。 不 良 グ ラ フ ト 使 用 例 で 早 期 閉 塞 を

き た し た 場 合 は 、 躊 躇 せ ず 直 ち に 再 手 術 を 行 な い 、 不

良 部 分 を 他 の 静 脈 に よ り 置 換 す る こ と に よ り 、 そ の 後 は

長 期 の グ ラ フ ト 二 次 開 存 を 得 て い る 。  



 糖 尿 病 群 と 非 糖 尿 病 群 と の グ ラ フ ト 開 存 率 の 比 較

は 、 こ れ ま で に も 報 告 さ れ て い る が 、 多 く は 両 群 間 に 差

を 認 め て い な い 1 0 , 1 1 ) 。 ま た 、 末 梢 吻 合 部 位 に よ る グ ラ

フ ト 開 存 率 の 比 較 も 報 告 さ れ て い る が 1 2 ) 、 P M バ イ パ

ス の 成 績 は 、 膝 窩 動 脈 や 脛 骨 動 脈 へ の バ イ パ ス と ほ

ぼ 同 様 に 良 好 で あ る 1 3 , 1 4 ) 。 自 験 例 に お い て も 、 P 群

と R 群 と の 間 、 お よ び 末 梢 吻 合 部 位 に よ っ て グ ラ フ ト の

開 存 率 に 差 は な く 、 糖 尿 病 合 併 の 増 加 お よ び P M バ

イ パ ス の 増 加 は 、 グ ラ フ ト の 開 存 成 績 に は 影 響 し て い な

い と 考 え ら れ た 。  

 グ ラ フ ト 不 全 に 対 し て 修 復 術 を 施 行 し た 例 に お い て 、

一 度 血 栓 閉 塞 し た グ ラ フ ト は 、 た と え 血 栓 摘 除 に 成

功 し た と し て も 、 血 栓 閉 塞 し て い な い グ ラ フ ト に 比 べ て

開 存 成 績 が 不 良 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る 1 5 , 1 6 ) 。

術 後 フ ォ ロ ー ア ッ プ に お け る わ れ わ れ の 基 本 理 念 は 、

「 二 次 開 存 率 の 向 上 」 で あ る が 、 そ の た め に は 、 グ ラ フ ト

不 全 を f a i l e d  g r a f t に な る 前 の f a i l i n g  g r a f t の 段

階 で 発 見 す る こ と が 重 要 で あ る 1 7 ) 。 術 後 早 期 か ら の

D u p l e x  S c a n に よ る グ ラ フ ト サ ー ベ イ ラ ン ス の 有 用 性 が

報 告 さ れ て い る が 1 8 , 1 9 ) 、 わ れ わ れ も 、 術 後 2 年 以 内



は 原 則 と し て 1 ヵ 月 毎 に 、 D u p l e x  S c a n に よ る グ ラ フ ト

の 形 態 お よ び 血 流 を 評 価 し て お り 、 グ ラ フ ト 不 全 を 早

期 に 発 見 し て い る こ と が 、 諸 家 の 報 告 に 比 べ 高 い 二

次 開 存 率 を 得 て い る 要 因 の ひ と つ と 考 え て い る 。  

       結  論  

 A S O に 対 す る A V G に よ る バ イ パ ス 術 の 成 績 は 、 糖 尿

病 合 併 と 重 症 虚 血 肢 の 割 合 が 増 加 し 、 足 関 節 位

動 脈 へ の バ イ パ ス が 増 加 し た 状 況 に お い て も 、 以 前 と

同 様 に 良 好 で あ る 。  
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Autogenous vein bypass grafting for arteriosclerosis obliterans (a 

comparison between the recent and previous decades) 

 

Masae Haga, Masashi Inaba, Nobuyoshi Azuma, Nobuyuki Akasaka, 

Hidenori Asada, Keiko Kiyokawa, Noriyuki Ishikawa, Tadahiro Sasajima 

 

Department of Surgery, Asahikawa Medical College 

 

  Autogenous vein bypass grafting for arteriosclerosis obliterans on 246 

limbs of 215 cases in the recent decade (group R) were compared with 

those on 256 limbs of 212 cases in the previous decade (group P). There 

was a significant increase in concomitance of diabetes mellitus, chronic 

hemodialysis, critical limb ischemia, and paramalleolar bypass in the group 

R than group P. Majority of graft failures which were mainly caused by 

poor quality of veins and regional intimal hyperplasia occurred within 2 

years postoperatively in the both groups. The 5-year cumulative secondary 

patency rate were 90.3% in group P and 94.8% in group R, and the 10-year 

secondary patency rate were 85.6% in group P and 92.6% in group R, 

respectively. The changes of clinical backgrounds such as an increase of 

co-morbidity, critical limb ischemia and paramalleolar bypass added no 

influence on the graft patency. 
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